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Sun Fire ミッドレンジシステム
ファームウェア 5.18.0 のご使用に
あたって

このマニュアルでは、Sun Fire™ E6900/E4900/6800/4810/4800/3800 システムの
ファームウェアリリース 5.18.0 に関する一般的な情報およびシステムの制限事項につ
いて説明します。

このマニュアルの内容は、次のとおりです。

■ Sun Fire ミッドレンジシステムとエントリレベルミッドレンジシステムのファー
ムウェアマニュアル

■ 新機能
■ 一般的な情報
■ Sun Fire ミッドレンジシステムの既知の制限事項

Sun Fire ミッドレンジシステムとエント
リレベルミッドレンジシステムのファー
ムウェアマニュアル
ファームウェア 5.18.0 には、次のマニュアルセットが付属しています。

■ Sun Fire ミッドレンジシステム (E6900/E4900/6800/4810/4800/3800)

■ 『Sun Fire ミッドレンジシステムプラットフォーム管理ガイド』
(Part No. 819-0758-10)

■ 『Sun Fire ミッドレンジシステムコントローラコマンドリファレンスマニュア
ル』(Part No. 819-0762)

■ 『Sun Fire ミッドレンジシステムファームウェア 5.18.0 ご使用にあたって』
(Part No. 819-0756-10) (このマニュアル)

■ Install.info – ファームウェアに付属のテキストファイル。Sun Fire ミッド
レンジシステムのファームウェアのアップグレードおよびダウングレード手順
について説明しています。
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エントリレベルミッドレンジシステム (E2900/V1280/Netra 1280) のアップグ
レードおよびダウングレード手順については、『Sun Fire エントリレベルミッ
ドレンジシステム管理マニュアル』を参照してください。

■ Sun Fire エントリレベルミッドレンジシステム (E2900/V1280/Netra 1280)

■ 『Sun Fire エントリレベルミッドレンジシステム管理マニュアル』
(Part No. 819-0752-10)

■ 『Sun Fire エントリレベルミッドレンジシステムコントローラコマンドリファ
レンスマニュアル』(Part No. 819-0746-10)

■ 『Sun Fire エントリレベルミッドレンジシステムファームウェア 5.18.0 ご使用
にあたって』(Part No. 819-0741-10)

新機能

DHCP ネットワーク起動の変更

5.18.0 ファームウェアでは、DHCP プロトコルを使用してネットワークから起動した
場合の OpenBoot PROM の動作が変更されています。

ネットワーク起動の処理中、クライアントは TFTP を使用して、DHCP サーバーに
よって指定された TFTP 起動サーバーから inetboot などの初期起動バイナリをダウン
ロードします。ダウンロードするファイル名が DHCP サーバーによってクライアン
トに提供されない場合、OpenBoot PROM はデフォルトのファイル名を使用して  
TFTP 要求を行います。以前のファームウェアリリースでは、デフォルトの起動ファ
イル名に、16 進数表記の 8 文字で表現されるクライアントの IP アドレスが使用され
ました。たとえば、IP アドレスが 192.168.100.1 であるクライアントの場合は、
C0A86401 という名前のファイルが要求されます。この動作は、DHCP を使用しな
いネットワーク起動では正しく行われますが、DHCP を使用したネットワーク起動
には不適切です。

今回のリリースから、OpenBoot PROM が使用するデフォルトの起動ファイル名は、
クライアントのプラットフォームタイプにあわせて作成されます。DHCP サーバー
によって別の起動ファイル名が指定されないかぎり、ミッドレンジプラットフォーム
では SUNW.Sun-Fire という名前のファイルを、エントリレベルミッドレンジプ
ラットフォームでは SUNW.Netra-T12 という名前のファイルを要求します。この動
作は、Solaris ソフトウェアに付属するネットワーク起動サーバーの設定ツールと一
致しています。
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この変更によって、使用するネットワーク起動構成によっては、新しいファームウェ
アをインストールしたあとにネットワーク起動エラーが発生する場合があります。特
に、要求した起動ファイルが TFTP 起動サーバー上に存在しなかった場合、
OpenBoot PROM によって次のメッセージが表示され、Solaris オペレーティングシ
ステムの起動が失敗します。

ERROR: get_tftp_file: TFTP error 2: Access violation

回避策 : この状況は、さまざまな方法で修正できます。次に例を示します (これ以外
にもあります)。

■ TFTP 起動サーバーの起動ファイルの名前を変更する (たとえば、C0A86401 から 
SUNW.Sun-Fire に変更)

■ TFTP 起動サーバー上に、実際のファイルへのシンボリックリンクを作成する (た
とえば、# ln -s C0A86401 SUNW.Netra-T12) 

■ DHCP サーバーの DHCP マクロを変更して、クライアントに明確な起動ファイル
名を提供する 

DHCP ネットワーク起動処理は、DHCP サーバーと TFTP 起動サーバーが異なるマ
シンである構成をサポートしています。DHCP サーバーおよびその他のネットワー
クコンポーネントが正しく構成されていれば、DHCP サーバーと TFTP サーバーは異
なる IP サブネット上に存在することができます。ただし、以前のリリースの 
OpenBoot PROM ファームウェアでは、DHCP サーバーが TFTP サーバーと異なるマ
シンであることを示す場合でも、DHCP サーバーと TFTP サーバーは同じマシンであ
るとみなされます。

今回のリリースから、OpenBoot PROM は、DHCP サーバーと TFTP サーバーが異な
るサブネット上に存在する場合など、これらのサーバーが同じマシンではない構成を
正しく処理します。サブネットを横断する TFTP 構成の場合は、Router と Subnet 
の適切な値がクライアントに提供されるように DHCP サーバーを構成する必要があ
ります。

この変更によって、使用する DHCP サーバーが不適切に構成されている (クライアン
トに誤った Router または Subnet の値が提供される) と、新しいファームウェアを
インストールしたあとにネットワーク起動エラーが発生する場合があります。この場
合、クライアントの OpenBoot PROM ファームウェアによって、次のいずれかまた
は両方のメッセージが表示されます。

ERROR: get_arp_info: Timeout waiting for ARP packet

ERROR: tftp_get_reply: Timeout waiting for TFTP packet

回避策 : このエラーメッセージを回避するには、DHCP サーバーによってクライアン
トに送信される Router と Subnet の値が適切であることを確認してください。
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一般的な情報

ファームウェアの互換性

リリース 5.12.x ～ 5.18.x のファームウェアが動作するシステムボードは、相互に互
換性があります。ただし、5.11.x が動作するシステムボードは、リリース 5.12.x ～ 
5.18.x のファームウェアが動作するシステムボードと互換性がありません。システム
ボードのファームウェアの互換性は、showboards -p version -v コマンドを実
行することによって確認できます。表示される情報から、各ボードのファームウェア
が SC で動作している ScApp のバージョンと互換性があるかどうかがわかります。

使用しているすべてのシステムボードのファームウェアを同じリリースに更新し、ド
メイン上でできるだけすみやかに新しいバージョンのファームウェアを起動してくだ
さい。ドメインのファームウェアは、setkeyswitch off および setkeyswitch 
on コマンドを実行することによって起動します。システムのファームウェアの更新
およびファームウェアの互換性の確認方法については、今回のファームウェアリリー
スに付属する Install.info ファイルを参照してください。

UltraSPARC IV CPU/メモリーボードには、5.16.0 以上のファームウェアが必要で
す。UltraSPARC IV CPU/メモリーボードは、5.16.0 より前のリリースのファーム
ウェアでは動作しません。COD ボードでは、COD をサポートするリリース 5.14.0 
以上のファームウェアを実行する必要があります。

ファームウェアのアップグレードおよびダウング
レード

ファームウェアをアップグレードする手順については、Sun Fire ミッドレンジシステ
ムの今回のファームウェアリリースに付属する Install.info ファイルを参照して
ください。Install.info ファイルには、以前のファームウェアリリースにダウン
グレードする手順も記述されています。

E6900/E4900 システムおよび UltraSPARC IV CPU/メモリーボードを搭載したシス
テムでは、リリース 5.16.0 以上のファームウェアを実行する必要があります。これよ
り前のリリースのファームウェアは、UltraSPARC IV CPU/メモリーボードをサポー
トしていません。

SC V2 が構成されているミッドレンジシステムは、5.18.0 から以前のリリースの
ファームウェアにダウングレードできます。ただし、以前のリリースのファームウェ
アでは、5.18.0 で行われたバグの修正が適用されないことに注意してください。
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注意 – 冗長 SC 構成の場合は、Install.info ファイルの記述に従って、まずスペ
ア SC のファームウェアをアップグレードしてから、メイン SC のファームウェアを
アップグレードする必要があります。

電源装置の障害

Sun Fire 6800/4810/4800/3800 システムでは、ファームウェアをリリース 5.14.x 以
上にアップグレードしたあとで電源の切断または投入を行うと、電源装置に障害が発
生する場合があります。

注 – この節で説明する障害は、A184 および A185 の電源装置では発生しません。

電源装置に障害が発生すると、次の現象が現れます。

■ 電源装置のオレンジ色の障害 LED のみが点灯します。

■ showboards コマンドの出力に、電源装置の Status フィールドに Failed (失敗) と
示されるか、Component Type フィールドに No Grid Power (電源グリッドなし) 
と示されます。

次の回避策に従って、電源装置の障害を解決してください。まず、回避策 1 を実行し
ます。回避策 1 で解決できない場合には、回避策 2 を実行します。回避策 2 で解決で
きない場合には、回避策 3 を実行します。

■ 回避策 1 － 電源装置のスイッチをオフにして、再度オンにします。ただし、Sun 
Fire 6800 システムの場合は、電源装置にスイッチがないので、回避策 2 を実行し
てください。

■ 回避策 2 － 障害の発生した電源装置をシステムから取り外し、20 秒待ってから再
度取り付けます。緑色の起動 LED 以外にも点灯している LED がある場合は、緑
色の起動 LED のみが表示された状態になるまで、この手順を繰り返します。数回
試みる必要がある場合があります。

■ 回避策 3 － SC を再起動します。その後、power on コマンドを使用して電源を投
入します。
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Sun Fire ミッドレンジシステムの既知の
制限事項
この節では、重大な影響を及ぼす可能性のあるバグのみを示します。README ファ
イルには、サンの内部だけで検出されたバグを含む、すべてのバグの一覧が記載され
ています。

自動 setkeyswitch off のあとに、SC がハン
グアップする (RFE 4454599) 
SC の手動リセットは、機能しません。

回避策 : 次の手順を行います。

1. ネットワーク接続 (telnet、rlogin など) を介して、動作中の各ドメインに接続
します。

2. 可能な場合は、各ドメインを停止します。

3. Sun Fire ミッドレンジシステムの電源を切断し、再度電源を投入します。

SNMP : FrameManager には MIB のエントリがな
く、フレーム状態トラップが発生しない (RFE 
4987286)
SNMP は、ミッドレンジシステムコントローラが内部で使用するインタフェースで
す。Sun Management Center は、SNMP を介して FrameManager の情報を受信する
ことはありません。ログホストが存在する場合、FrameManager および RTU の状態
はログホストから監視されることに注意してください。

回避策 : ありません。
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sgcn_output_line(): OBP console 

blocked; message data lost (バグ ID 
4939206)
Solaris ソフトウェアまたは OpenBoot PROM からのデータの提供が、システムコン
トローラによるコンソールへのデータの書き込みよりも速い場合は、表示されないコ
ンソールメッセージが存在することを示すメッセージが表示されます。

回避策 : ありません。

TCP ラッパーがインストールされているホストに
対して dumpconfig を実行すると、SC が「ハー
ドハング」する (バグ ID 5028357)
TCP ラッパーがインストールされ、FTP 接続を拒否するように構成されているホス
トに dumpconfig 出力が送信されると、システムコントローラはハードハング状態
になります。

回避策 : TCP ラッパーがインストールされているホストを使用しないでください。

ファームウェアのアップグレードによって接続形
式が変更される (バグ ID 5060748)
ミッドレンジシステムのファームウェアを 5.17.x または 5.18.x からそれより前の
ファームウェアバージョンにダウングレードしたあとで接続形式を変更した場合、そ
のファームウェアを 5.17.x または 5.18.x にふたたび更新すると、古いファームウェ
アバージョンで新たに選択されていた接続形式は保証されません。ダウングレード後
に古いファームウェアバージョンから 5.17.x または 5.18.x にファームウェアを更新
すると、古いファームウェアバージョンに変更する前に 5.17.x または 5.18.x で使用
していた元の接続形式が復元されます。

回避策 : システムの安全性を確保するには、setupplatform コマンドを使用して、
接続形式を明示的に設定します。
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setkeyswitch または testboard 処理のあと
で、ボード状態が不正になる (バグ ID 5066326)
ドメインでパニックが発生したあと、またはドメインでエラーが検出された場合、そ
の後に実行した setkeyswitch または testboard 処理の出力には、ボードプロ
セッサの状態が Unknown であると表示されます。次に例を示します。

回避策 : システムコントローラを再起動します。

disablecomponent を実行しても、I/O カードを
ブラックリストに登録できない (バグ ID 5074564)
disablecomponent または setls コマンドを実行して I/O カードをブラックリス
トに登録しても、カードは OpenBoot PROM (OBP) レベルでは使用不可になりませ
ん。

回避策 : I/O カードを使用不可にしたあと、setkeyswitch off を実行してから 
setkeyswitch on 処理を実行します。

Sun Fire ミッドレンジサーバープラットフォーム
で wanboot を実行すると、「panic - boot: 
create_ramdisk: fatal error」と表示され
る (バグ ID 5076076)
Sun Fire ミッドレンジシステム (E6900、E4900、E2900、6800、4810、4800、3800、
および V1280) の起動に wanboot サーバーを使用すると、wanboot サーバーは 
ramdisk を作成できず、Sun Fire ミッドレンジシステムを起動できません。

回避策 : ありません。

schostname:A> testb sb4
Sep 24 11:01:53 schostname-sc0 Domain-A.POST: Domain A: diag-level = init
Sep 24 11:01:53 schostname-sc0 Domain-A.POST: Domain A: verbosity-level = min
Sep 24 11:01:53 schostname-sc0 Domain-A.POST: Domain A: error-level = max
{/N0/SB4/P0} Unknown
{/N0/SB4/P1} Unknown
{/N0/SB4/P2} Unknown
{/N0/SB4/P3} Unknown
schostname:A>
8 Sun Fire ミッドレンジシステムファームウェア 5.18.0 ご使用にあたって • 2004 年 10 月



ERROR: DomainBufferReader thread 
error java.lang. NullPointerException 
(バグ ID 5088923)
状況によっては、ドメインコンソールシェルから reset または shutdown コマンド
を実行したときに、このエラーメッセージが表示される場合があります。このエラー
は、ドメインの可用性には影響しません。ただし、reset または shutdown コマン
ドが完了するまでに、通常よりも 60 秒多くかかる場合があります。

回避策 : ありません。

電源障害によって、SEEPROM の内容が破壊され
る場合がある (バグ ID 5093450)
セグメントの追加処理中に電源障害および ScApp の再起動が発生すると、再起動時
に 1 つ以上の SEEPROM セグメントが破壊される場合があります。次の例のログ
シーケンスは、不当なタグの記述を示しています。

このようなエラーメッセージが表示された場合でも、ドメインの可用性には影響あり
ません。

回避策 : ありません。

Aug 04 14:18:42 schostname-SC0 schostname-sc0 Platform.SC: [ID 470632 local0.error] 
/N0/SB2: SepromSegment(constructor): ID at 0x0042: Illegal Tag 0x00 at 0x002b
Aug 04 14:18:42 schostname-sc0 schostname-sc0 Platform.SC: [ID 576073 local0.error] 
/N0/SB2: SepromSegment(constructor): PE at 0x00bf: Illegal Tag 0x00 at 0x0102
Aug 04 14:18:42 schostname-sc0 schostname-sc0 Platform.SC: [ID 982808 local0.error] 
/N0/SB2: SepromSegment(constructor): PS at 0x01c6: Illegal Tag 0x00 at 0x0000
Aug 04 14:18:42 schostname-sc0 schostname-sc0 Platform.SC: [ID 586548 local0.error] 
/N0/SB2: SepromSegment(constructor): FD at 0x01dd: Illegal Tag 0x00 at 0x0002
Aug 04 14:18:46 schostname-sc0 Platform.SC: [ID 139087 local0.notice] Clear 
/N0/SB2 invalid segment
.
.
.
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SC を取り外すと、その SC の電源が切断されて
いても、ドメインが停止する場合がある (バグ ID 
5105071)
SC の電源をほかの SC から切断して showboards -p clock コマンドを実行する
と、電源を切った SC のシステムクロックの状態が表示されたままになります。この
とき、電源を切った SC を取り外すと、ドメインが停止する場合があります。

回避策 : SC を取り外す前に、次の手順を実行してください。

1. SC の電源を切ったあと、showboards -p clock コマンドを実行して、電源を
切った SC のシステムクロックの状態を確認します。

2. 動作中のドメインのボードが電源を切った SC のシステムクロックを使用している
ことが Signal Used 列に示されている場合は、電源を切った SC を取り外さない
でください。
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